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一
、
は
じ
め
に
―
―
問
題
の
所
在
―
―

〈
道
成
寺
説
話
〉
は
、「
一
人
の
僧
が
女
に
魅
入
ら
れ
、
追
跡
し
つ
つ
蛇
と
化
し
た
そ
の
女
の
た
め
に
、
隠
れ
て
い
た
鐘
の
中
で
取
り
殺

さ
れ
る

（
１
）

」
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
骨
格
を
共
有
し
つ
つ
も
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
広
範
囲
に
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
２
）

。

文
献
上
の
初
出
と
し
て
は
十
一
世
紀
半
ば
成
立
の
『
本
朝
法
華
験
記
』
巻
下
第
一
二
九
話
「
紀
伊
国
牟
婁
郡
の
悪
し
き
女
」
が
知
ら
れ
、

そ
の
後
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
元
亨
釈
書
』
な
ど
、
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
た
。
ま
た
文
学
の
域
を
超
え
て
演
劇
・
芸
能
の
分
野
に

至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
の
伝
承
と
も
か
ら
み
あ
い
、
道
成
寺
で
は
今
も
絵
解
き
説
法
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
現
代
に
至
る
ま

で
多
方
面
に
展
開
し
、
享
受
さ
れ
て
い
る
物
語
で
あ
る
。

研
究
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
道
成
寺
説
話
の
生
成
や
展
開
を
総
合
的
に
分
析
す
る
論
を
は
じ

め
（
３
）

、
道
成
寺
創
建
縁
起
や
道
成
寺
の
鐘
の
縁
起
と
い
う
視
点

（
４
）

、
縁
起
絵
巻
と
し
て
の
分
析

（
５
）

、
関
連
す
る
作
品
と
し
て
、『
賢
学
の
草
子
』『
志

度
寺
縁
起
』『
総
持
寺
縁
起
絵
巻
』『
藍
染
川
』『
磯
崎
』
な
ど
か
ら
検
討
す
る
論

（
６
）

、
さ
ら
に
は
能
や
浄
瑠
璃
と
い
っ
た
諸
芸
能
と
の
関
連

か
ら
論
す
る
も
の
、
在
地
の
伝
承
や
そ
れ
を
取
り
込
ん
だ
絵
解
き
な
ど
の
観
点
か
ら
論
ず
る
も
の
な
ど

（
７
）

、
周
辺
の
諸
分
野
を
交
え
た
多
方
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面
か
ら
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
主
題
に
関
し
て
も
多
様
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
、
男
女
の
愛
執
、
特
に
、
女
性
の
妄
信
、
妄
念
と
い
っ
た
観
点
か
ら
論
じ
る
も
の
、

『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
『
法
華
経
』
の
功
徳
や
利
益
譚
、
直
談
抄
と
の
関
係
な
ど
仏
教
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
論
が
あ

る
（
８
）

。
そ
の
他
に
も
熊
野
信
仰
と
の
関
連
、
道
成
寺
の
創
建
説
話
や
鐘
の
伝
承
と
の
関
連
な
ど
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、
主
題
に
つ
い
て
も
多

方
面
か
ら
の
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

男
女
の
愛
執
に
関
す
る
諸
論
は
、「
女
人
の
執
心
」
と
い
う
要
素
が
色
濃
く
存
在
す
る
物
語
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
概
ね
共
通
し
て
い

る
が

（
９
）

、
そ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
論
も
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、
大
正
大
学
本
）
を

基
点
と
し
て
、「
女
人
の
執
心
」
を
強
調
す
る
捉
え
方
に
い
さ
さ
か
の
疑
問
を
感
じ
、
道
成
寺
説
話
の
意
義
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
大
正
大
学
本
は
、
奥
書
が
な
い
た
め
明
確
な
成
立
年
代
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
お
よ
そ
近
世
の
中
期
以

降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
で
あ
る
。
近
世
期
に
入
っ
て
〈
道
成
寺
説
話
〉
が
ま
す
ま
す
「
女
人
の
妄
執
」「
女
人
の
執
念
」
の
恐
ろ

し
さ
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
中
、
謡
曲
「
道
成
寺
」
の
異
本
「
鐘
巻
」
や
略
縁
起
系
統
の
本
文
が
記
す
よ
う
に
、
熊
野
詣
で
の
折
に
定

宿
に
し
て
い
た
家
の
娘
が
幼
い
時
か
ら
夫
婦
の
約
束
を
し
て
い
た
た
め
に
僧
に
思
い
を
寄
せ
る
型
を
持
つ
。
ま
た
絵
解
き
台
本
に
記
さ
れ

る
娘
の
年
齢
「
十
三
歳
」
が
記
さ
れ
る
な
ど
、近
世
期
の
展
開
を
考
え
る
た
め
の
一
例
と
な
り
得
る
伝
本
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
本
文
に
添
っ

て
考
え
る
と
、「
女
人
の
妄
執
」
が
強
調
さ
れ
る
読
み
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、大
正
大
学
本
と
称
す
）
の
紹
介
を
し
つ
つ
、大
正
大
学
本
の
『
道

成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
特
徴
を
述
べ
、
改
め
て
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二



大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
一
考
察

25

二
、
道
成
寺
説
話
と
女
人

〈
道
成
寺
説
話
〉
の
主
題
に
関
す
る
議
論
を
も
う
少
し
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
〈
道
成
寺
説
話
〉
の
定
義
は
、論
者
に
よ
っ
て
様
々

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
三
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
含
む
話
を
〈
道
成
寺
説
話
〉
と
す
る
。

①
熊
野
詣
の
僧
に
恋
し
た
女
人
が
、

②
約
束
を
果
た
さ
ず
戻
ら
な
か
っ
た
僧
を
追
い
か
け
蛇
と
化
し
、

③
道
成
寺
の
鐘
に
巻
き
付
い
て
、
か
く
ま
わ
れ
た
僧
を
（
結
果
と
し
て
）
焼
き
殺
す
。

以
上
の
三
つ
の
要
素
を
含
む
話
を
〈
道
成
寺
説
話
〉
と
し
、
そ
れ
を
絵
巻
に
し
た
作
品
を
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
と
し
て
論
じ
る
こ
と

と
す
る
。

『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
物
語
は
し
ば
し
ば
「
妬
婦
譚
」
と
称
さ
れ
る
。
客
僧
へ
の
妄
執
が
女
人
の
身
体
を
蛇
に
変
え
、
男
を
追
っ
て
、

最
終
的
に
は
焼
き
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
女
人
の
心
は
激
し
く
恐
ろ
し
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
浄

瑠
璃
な
ど
の
演
劇
作
品
に
も
そ
の
傾
向
は
引
き
継
が
れ
、
ま
た
後
日
談
と
し
て
の
『
女
釣
鐘
道
成
寺
』
の
よ
う
な
物
語
が
生
み
出
さ
れ
て

く
る
の
も
、
愛
す
る
が
故
に
相
手
を
殺
し
て
し
ま
う
悲
し
い
女
を
救
済
し
よ
う
と
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
法
華
経
』
の
功
徳
譚
と
し
て
考
察
す
る
研
究
の
場
合
、『
法
華
経
』
の
功
徳
は
、
妄
執
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
女
を
救
済
す
る
の

に
加
え
て
、
女
の
妄
念
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
僧
を
も
救
済
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
道
成
寺
の
『
法
華
経
』
供
養

は
妄
執
に
よ
っ
て
蛇
と
な
っ
て
苦
し
む
男
女
を
救
済
す
る
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
の
は
女
の
妄
念
と
い
う
こ
と
で
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
女
の
妄
念
を
強
調
す
る
話
と
ば
か
り
は
読
め
な
い
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
た
。『
今
昔
物
語
集
』
の
道
成
寺
説
話
に
注

目
し
て
こ
の
点
を
論
じ
た
の
が
、
星
順
子
氏
の
「
道
成
寺
説
話
に
お
け
る
女
性
像）

11
（

」
の
論
考
で
あ
る
。
星
氏
は
、
待
っ
て
い
る
よ
う
に
と

三
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言
わ
れ
て
待
っ
た
女
が
、
だ
ま
さ
れ
た
と
知
っ
て
男
を
恨
む
こ
と
が
果
た
し
て
「
悪
」
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
述
べ
る
。
熊
野
の
帰
り
道

に
必
ず
寄
る
と
言
っ
た
男
の
言
葉
を
心
の
よ
す
が
に
ひ
た
す
ら
待
っ
た
女
が
、
裏
切
り
を
知
っ
て
悲
嘆
に
暮
れ
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
そ
の
後
に
、
蛇
身
と
な
っ
て
男
を
追
う
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
話
の
設
定
は
、『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
設
定
と

は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
今
昔
物
語
集
』
が
詳
細
な
記
述
を
し
な
い
た
め
に
判
断
が
難
し
い
点
も
あ
る
が
、
道
成
寺
蔵
『
道
成
寺

縁
起
絵
巻
』
の
よ
う
に
、
女
の
妄
執
を
強
調
し
た
物
語
と
方
向
性
が
異
な
る
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
女
の
妄
執
」
の
強
調
に
対
す
る
疑
問
は
、
他
の
角
度
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
田
中
貴
子
氏
は
、「
蛇
身
の
女
の
姿
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
強
さ
に
目
く
ら
ま
し
を
受
け
て
い
る
だ
け
」
と
し
、「『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
に
し
か
け
ら
れ
た
陥
穽
」
と
し
て
、
釣
鐘
の
縁
起

と
す
る
こ
と
、
熊
野
参
詣
道
の
道
々
の
伝
承
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
な
ど
を
考
え
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
阿
部
泰
郎
氏
は
、
こ
の

女
人
は
妄
執
の
象
徴
で
は
な
く
、
熊
野
行
者
が
出
会
う
魔
物
、
行
者
に
対
す
る
試
練
と
捉
え
、
悪
女
が
僧
を
追
う
物
語
を
、
熊
野
権
現
の

方
便
に
よ
る
神
変
劇
だ
と
す
る）

12
（

。

こ
れ
ら
の
議
論
の
基
底
に
は
、僧
を
追
い
か
け
る
女
人
が
「
悪
（
悪
女
）」
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
が
、本
稿
で
は
、こ
の
僧
を
追
っ

た
女
を
「
悪
女
」、
女
の
思
い
を
「
妄
執
」
と
見
な
せ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
も
そ
も
こ
の
点
か
ら
疑
問
に
思
う
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、大
正
大
学
本
、大
正
大
学
本『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』と
す
る
）

の
本
文
は
、前
半
が
謡
曲
道
成
寺
の
異
本
「
鐘
巻
」
や
略
縁
起
系
の
本
文
に
、後
半
は
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、道
成
寺
本
）

に
共
通
す
る
点
が
多
い
が
、
細
部
に
は
様
々
な
違
い
が
あ
り
、
絵
解
き
台
本
や
在
地
の
伝
承
に
共
通
す
る
点
も
あ
る
な
ど
、
複
層
的
な
形

成
が
う
か
が
わ
れ
、
近
世
の
展
開
を
検
証
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
伝
本
だ
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、「
鐘
巻
」
や
略
縁
起
、
ま
た
道

成
寺
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻）

13
（

』
な
ど
と
比
較
し
て
論
じ
て
い
く
。

大
正
大
学
本
で
は
、
女
が
男
を
追
う
理
由
に
つ
い
て
、『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
が
一
方
的
に
僧
に
懸
想
す
る
の
に
対
し
て
、
男
の
側
の

偽
る
姿
勢
が
強
調
さ
れ
て
い
く
点
が
注
目
さ
れ
る
。
近
世
に
、
女
の
妄
執
が
強
調
さ
れ
て
展
開
し
て
い
く
中
で
、
中
期
以
降
に
成
立
し
た

と
思
わ
れ
る
「
鐘
巻
」
や
略
縁
起
系
の
諸
本
が
、
男
の
「
偽
り
」
を
明
確
に
表
現
し
、
対
す
る
女
性
の
一
途
さ
を
強
調
し
て
い
く
点
に
着

四
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五

目
し
、
大
正
大
学
本
の
詞
書
の
分
析
を
通
じ
、『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
主
題
や
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

三
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
概
要

大
正
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
大
正
大
学
本
）
は
、
絵
巻
一
巻
で
あ
る
。『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
二
巻
本
と
一

巻
本
が
あ
る
が
、
大
正
大
学
本
は
一
巻
本
で
あ
る
。
以
下
に
書
誌
を
示
す
。

〔
装
丁
〕
巻
子
一
巻

〔
外
題
〕
ナ
シ

〔
内
題
〕
縁
起

〔
表
紙
〕
緑
地
金
糸
卍
繋
花
草
紋
布
地　
〔
見
返
〕
緑
布
地
金
箔
散　
〔
軸
〕
木
軸
（
表
紙
の
布
地
張
）

〔
料
紙
〕
楮
紙
（
裏
打
ナ
シ
）

〔
紙
数
〕
全
二
〇
紙

〔
寸
法
（
全
長
）〕
縦
二
五
・
五
糎
×
横
（
全
長
）
七
二
七
・
四
糎

〔
寸
法
（
一
紙
別
）〕（
表
紙
）
縦
二
五
・
五
×
横
一
七
・
七
糎
、（
見
返
）
横
一
七
・
二
糎

以
下
、
横
寸
法
（
第
一
紙
）
一
五
・
〇
、（
第
二
紙
）
三
六
・
八
、（
第
三
紙
）
三
九
・
〇
、（
第
四
紙
）
三
九
・
二
、（
第
五
紙
）
三
九
・
五
、

（
第
六
紙
）
三
八
・
五
、（
第
七
紙
）
三
九
・
六
、（
第
八
紙
）
三
九
・
五
、（
第
九
紙
）
三
九
・
〇
、（
第
一
〇
紙
）
三
九
・
六
、（
第
一
一

紙
）
三
九
・
五
、（
第
一
二
紙
）
三
九
・
六
、（
第
一
三
紙
）
三
九
・
四
、（
第
一
四
紙
）
三
九
・
三
、（
第
一
五
紙
）
三
九
・
五
、（
第
一
六
紙
）

三
九
・
六
、（
第
一
七
紙
）
三
九
・
五
、（
第
一
八
紙
）
三
九
・
四
、（
第
一
九
紙
）
一
四
・
八
、（
第
二
〇
紙
）
一
三
・
九
糎
。

〔
奥
書
〕
ナ
シ
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六

〔
蔵
書
印
〕
墨
方
陽
刻
印
（
□
□
□
□
）、
判
読
不
明

奥
書
は
な
く
、
書
写
年
時
は
未
詳
な
が
ら
、
女
の
絵
の
衣
装
や
髪
型
、
料
紙
の
紙
質
な
ど
と
い
っ
た
現
状
か
ら
、
近
世
中
期
以
降
に
制

作
さ
れ
た
絵
巻
と
判
断
さ
れ
る
。
現
状
で
は
、
絵
巻
の
上
部
・
下
部
の
文
字
が
一
部
切
れ
て
い
る
点
が
あ
り
、
糊
で
貼
り
継
い
だ
箇
所
に
、

文
字
が
重
ね
ら
れ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
後
に
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
詞
書
と
画
中
詞
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
点
が
、
大
正
大
学
本
で
は
、
よ

り
顕
著
に
確
認
で
き
る）

11
（

。
詞
書
と
絵
か
ら
構
成
さ
れ
る
絵
巻
で
あ
る
が
、
大
正
大
学
本
で
は
、
絵
中
に
記
さ
れ
る
画
中
詞
と
詞
書
が
、
明

確
な
区
別
が
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。
人
物
名
や
地
名
な
ど
を
注
記
し
た
名
札
と
、
短
い
か
け
声
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
台
詞
の
部
分
は
明

確
に
区
別
で
き
る
が
、
そ
の
他
、
地
の
文
と
し
て
記
さ
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
詞
書
」
と
し
て
、
紙
幅
の
上
か
ら
下
ま
で
を
全
体
に

使
用
し
て
文
字
を
書
い
て
い
る
箇
所
と
、
画
中
詞
と
見
な
せ
る
箇
所
に
つ
い
て
明
確
に
区
別
が
な
い
。
詞
書
の
文
章
、
絵
を
挟
ん
で
続
い

て
い
る
箇
所
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
詞
書
の
場
面
数
の
数
え
方
が
曖
昧
に
な
る
が
、
と
り
あ
え
ず
一
旦
の
判
断
を
し
て
通
し

番
号
を
付
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
の
詞
書
か
ら
、
全
体
で
十
四
の
場
面
に
分
け
ら
れ
た
。
ま
た
絵
は
、
異
時
同
図
法
と
し
て
の
絵
と
考
え
ら

れ
る
場
面
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
一
旦
、
女
の
姿
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
場
面
ご
と
に
絵
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。
絵
に
つ
い
て
は
、

十
四
面
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。　

大
正
大
学
本
の
全
体
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
た
め
、
以
下
の
表
に
、
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
場
面
ご
と
の
概
要
と
特
徴
を
示
し
た
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
大
学
本
の
場
合
、
画
中
詞
と
詞
書
と
の
判
別
が
し
に
く
い
箇
所
が
あ
る
が
、
便
宜
上
い
ず
れ
か
に
振
り
分
け
て

一
覧
表
と
し
た
。
詞
書
と
絵
に
通
番
号
を
付
し
、
詞
書
・
絵
の
内
容
を
示
し
、
備
考
欄
に
は
、
諸
本
と
比
較
検
討
す
る
際
に
差
異
の
現
れ

る
点
を
中
心
に
、
大
正
大
学
本
の
特
徴
を
挙
げ
た
。
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【
表
一
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
大
正
大
学
本
）
の
構
成

七

紙
数
詞
書

絵

詞
書
の
内
容

絵
の
内
容

（（　

）
内
は
描
か
れ
た
絵
）

備
考

12

一

奥
州
の
若
い
美
僧
の
安
珍
は
熊
野
詣

の
際
に
紀
州
真
砂
の
庄
司
の
家
を
宿

所
と
し
、
そ
の
娘
の
清
姫
に
常
々
夫

婦
と
な
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
。
十
三

歳
と
な
っ
た
清
姫
は
、
今
回
の
熊
野

詣
で
の
帰
り
に
夫
婦
と
な
る
約
束
を

し
、
安
珍
を
見
送
っ
た
。

・「
安
珍
」「
清
姫
」
の
名

・「
真
砂
」
の
地
名

・
安
珍
は
「
奥
州
の
若
い
美
僧
」

・
庄
司
の
家
は
熊
野
詣
で
の
定
宿

・
安
珍
と
清
姫
は
初
対
面
で
は
な
い
。

・
安
珍
は
常
々
夫
婦
に
な
ろ
う
と
清
姫
に

言
っ
て
い
た

・
十
三
歳
に
な
っ
た
清
姫
は
今
こ
そ
結
婚
の

時
と
考
え
る
。
年
齢
が
記
さ
れ
る
。

・「
み
熊
野
（
三
熊
野
）」
と
い
う
表
記

3

一

「
庄
司
の
宅
」
女
が
僧
を
見
送
る

（
見
送
る
女
、
出
か
け
る
僧
）

3

二

清
姫
は
安
珍
を
待
つ
が
約
束
の
下
向

の
日
に
安
珍
は
現
れ
ず
、
順
礼
の
人

に
尋
ね
る
。

4

二

〔
画
中
詞
〕
道
行
く
人
々
に
尋
ね
る

と
、
既
に
通
り
過
ぎ
て
、
十
二
、三

丁
は
先
に
行
っ
た
と
教
え
ら
れ
る

（
女
と
通
行
人
三
名
）
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八

56

三

〔
画
中
詞
〕
女
は
腹
を
立
て
、
髪
を

振
り
乱
し
て
追
い
か
け
る
。
道
行
く

者
は
恐
ろ
し
く
思
う
。

（
女
と
馬
上
の
通
行
人
）

67

四

〔
画
中
詞
〕
切
辺
五
体
王
子
に
て
、

切
辺
川
を
渡
る
。

（
切
辺
五
体
王
子
、
切
辺
川
を
渡
る

女
）

・「
切
辺
川
」
と
い
う
地
名

7

三

上
野
で
安
珍
を
見
つ
け
る
。
清
姫
が

呼
び
か
け
る
が
人
違
い
だ
と
言
わ
れ

る
。吹
き
か
け
る
息
が
火
焔
と
な
り
、

僧
は
笈
や
笠
を
捨
て
て
逃
げ
る
。

・「
上
野
」
と
い
う
地
名

・
火
焔
は
、
人
違
い
だ
と
言
わ
れ
て
吹
き
か

け
た
息
が
変
化
し
た
も
の

89

五

〔
画
中
詞
〕
僧
が
唱
え
る
経
文

（
火
炎
を
吐
き
つ
つ
追
う
女
、
笈
や

笠
を
捨
て
て
逃
げ
る
僧
〕）

9

四

因
果
経
の
四
句
の
文
を
唱
え
な
が
ら

逃
げ
る
。
僧
は
一
里
半
逃
げ
延
び
、

天
田
川
を
渡
る
。
船
頭
に
、
後
か
ら

来
る
女
を
渡
さ
な
い
よ
う
に
頼
む
。

・「
天
田
川
」
の
地
名

9

五

女
は
僧
を
見
失
い
悔
し
く
思
い
、
悪

念
か
ら
大
蛇
と
な
る
。

・
見
出
し
に
「
垣
屋
浦
」
の
地
名
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九

10

六

〔
画
中
詞
〕
女
は
天
田
川
へ
来
て
、

川
を
渡
す
よ
う
に
船
頭
に
頼
む
。

（
首
か
ら
上
が
火
炎
を
吐
く
蛇（
龍
）、

首
か
ら
下
は
着
物
を
着
た
女
、
船
に

の
る
船
頭
と
大
き
な
川
）

11

七

〔
画
中
詞
〕
女
、
衣
を
脱
ぎ
捨
て
て

日
高
川
に
入
る
。
廿
尋
ほ
ど
の
大
蛇

に
な
り
、
安
々
と
川
を
渡
る
。

（
大
河
を
渡
る
大
蛇
（
龍
）、
尾
に
は

刀
剣
）

・
蛇
に
な
る
の
は
天
田
川
を
渡
る
時

・
渡
守
は
「
女
人
結
界
」
を
理
由
に
断
る

12

六

安
珍
は
一
里
半
ほ
ど
逃
げ
延
び
、
道

成
寺
に
着
く
。
命
を
助
け
て
欲
し
い

と
頼
み
、
道
成
寺
の
僧
た
ち
は
、
僧

を
か
く
ま
う
た
め
に
急
い
で
釣
鐘
を

下
ろ
し
た
。

1213

八

〔
画
中
詞
〕
釣
鐘
を
下
ろ
し
て
僧
を

入
れ
る
時
、
釣
鐘
を
動
か
す
か
け
声

（
道
成
寺
の
法
印
一
名
、
稚
児
一
名
、

人
足
の
僧
五
名
、
釣
鐘
に
入
る
僧
）

13

七

僧
を
下
ろ
し
た
釣
鐘
に
隠
し
、
太
刀

の
鞘
を
外
し
て
女
に
対
抗
す
る
準
備

を
し
た
。
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一
〇

13

九

画
中
詞
〕
武
装
す
る
僧
の
気
合
い
の

入
っ
た
言
葉

（
長
刀
を
持
つ
僧
、
槍
を
持
つ
僧
、

太
刀
を
持
つ
僧
、
各
一
名
、
計
三
名
）

14

八

大
蛇
が
道
成
寺
に
到
着
、
武
装
し
て

待
ち
受
け
た
僧
た
ち
は
逃
げ
る
。

1415

十

〔
画
中
詞
〕「
道
成
寺
」「
二
王
門
」

な
ど

〔
道
成
寺
の
二
王
門
、
門
前
の
殺
生

禁
制
の
札
、火
炎
を
吐
く
大
蛇（
龍
）〕

・
道
成
寺
の
門
前
に
「
殺
生
禁
制
」
の
札
が

立
つ

15

九

大
蛇
は
道
成
寺
の
門
か
ら
中
に
入
っ

て
僧
を
探
す
。
釣
鐘
を
見
て
中
に
い

る
と
思
い
、
尾
で
鐘
を
三
時
ば
か
り

叩
く
。
鐘
の
中
か
ら
火
炎
が
出
る
。

大
蛇
は
「
本
望
を
遂
げ
た
」
と
言
い
、

道
成
寺
の
西
浦
の
海
に
身
を
投
げ

た
。
今
で
も
「
蛇
塚
」
と
い
う
古
跡

が
あ
る
。

・
鐘
は
「
湯
」
に
な
ら
な
い

・
大
蛇
は
道
成
寺
の
西
浦
の
入
海
に
身
を
投

げ
た

・「
蛇
塚
」
の
伝
承

16

十一

鐘
の
周
り
に
四
重
に
巻
き
付
く
大

蛇
。
身
体
全
体
か
ら
炎
を
出
す
。

16

十

そ
の
後
、
道
成
寺
の
僧
た
ち
が
集
ま

り
、
鐘
に
水
を
か
け
て
引
き
開
け
て

み
れ
ば
、
僧
は
炭
に
な
り
骸
骨
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

・
客
僧
は
炭
に
な
り
、
骸
骨
の
よ
う
だ
っ
た
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一
一

1617

十二

〔
画
中
詞
〕
僧
た
ち
の
悲
し
む
言
葉

〔
横
に
し
た
釣
鐘
、
黒
い
骸
骨
、
悲

し
む
僧
が
三
名
〕

17

十一

僧
た
ち
は
残
念
な
こ
と
と
涙
を
流
し

た
。

17

十二

そ
の
後
、
法
印
の
夢
に
、
苦
し
む
両

人
が
蛇
に
な
っ
て
現
れ
、
助
け
て
く

れ
る
よ
う
に
頼
む

1718

十三

〔
画
中
詞
〕
ナ
シ

〔
眠
る
僧
、
夢
中
の
蛇
二
匹
、
着
物

と
数
珠
を
掛
け
る
長
押
〕

18

十三

夢
か
ら
覚
め
た
法
印
は
、
僧
衆
を
集

め
て
御
功
を
行
い
、
そ
の
功
力
に

よ
っ
て
頓
成
す
る

・『
法
華
経
』
と
は
記
さ
れ
な
い

18

十四

〔
画
中
詞
〕
ナ
シ

〔
雲
に
乗
る
美
し
い
装
束
を
来
た
男

女
〕

19

十四

そ
の
後
、
清
浄
な
衣
を
着
た
二
人
が

来
て
、
法
印
の
御
願
に
よ
り
天
人
に

生
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

・
第
20
紙
は
墨
印
の
み
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以
上
の
よ
う
に
、
詞
書
は
一
四
の
場
面
、
絵
は
一
四
面
で
構
成
さ
れ
る
。

詞
書
一
の
、
女
が
僧
に
思
い
を
寄
せ
る
設
定
は
、
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
よ
う
に
突
然
一
方
的
に
女
が
初
め
て
出
会
っ
た

若
い
美
僧
に
思
い
を
寄
せ
て
激
し
く
迫
る
の
で
は
な
く
、
謡
曲
「
道
成
寺
」
の
異
本
「
鐘
巻
」
や
略
縁
起
に
あ
る
よ
う
に
、
熊
野
詣
で
の

定
宿
に
し
て
い
た
真
砂
の
庄
司
の
家
の
娘
が
、
か
ね
て
か
ら
妻
に
な
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
信
じ
て
思
い
を
寄
せ
る
と
い
う
設
定

に
な
っ
て
い
る
。
謡
曲
で
は
「
十
三
歳
」
と
は
記
さ
れ
な
い
が
、
大
正
大
学
本
で
は
「
十
三
歳
」
と
い
う
年
齢
が
記
さ
れ
る）

15
（

。

道
成
寺
の
鐘
に
か
く
ま
わ
れ
る
が
、
大
蛇
に
な
っ
た
女
に
巻
か
れ
て
死
ん
だ
後
、
女
（
大
蛇
）
は
、「
本
望
を
遂
げ
た
」
と
言
っ
て
、

道
成
寺
の
西
浦
に
入
水
し
て
死
ぬ
。
在
地
の
伝
承
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
救
済
の
場
面
で
は
、『
法
華
経
』
が
全
く
出
て
こ
な
い
。
道
成
寺
の
法
要
が
曖
昧
で
、
僧
侶
が
多
く
集
め
ら
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ

る
も
の
の
「
功
力
」
と
の
み
記
し
て
、
法
会
は
詳
し
く
記
さ
れ
な
い
。
ま
た
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
が
、
男
女
の
行
き
先
を
忉

利
天
・
都
率
天
な
ど
と
明
記
す
る
の
に
対
し
て
、「
天
人
」
に
生
を
受
け
た
と
の
み
記
す
な
ど
、
道
成
寺
の
僧
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ

と
を
記
す
も
の
の
、
詳
し
く
は
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
特
徴

続
い
て
、大
正
大
学
本
の
内
容
的
な
面
で
の
特
徴
に
つ
い
て
、本
文
と
絵
の
両
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。主
人
公
の
女
が「
清
姫
」、

僧
が
「
安
珍
」
と
い
う
名
を
記
す
こ
と
や
、
渡
る
川
が
「
日
高
川
」
の
他
に
「
天
田
川
」
に
な
っ
て
い
る
点
、
清
姫
の
姿
、
特
に
髪
型
な

ど
か
ら
、
近
世
の
中
期
か
ら
後
期
を
思
わ
せ
る
本
文
や
絵
の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、〈
道
成
寺
説
話
〉
が
近
世
的
展
開
を
見
せ
る
伝
本
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
正
大
学
本
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
女
の
妄
執
を
強
調
し
て
い
く
展
開
と
は
異
な
る
方
向
性

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
等
と
比
較
し
つ
つ
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
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（
１
）
詞
書
一
、
清
姫
が
安
珍
に
思
い
を
寄
せ
る
ま
で
の
場
面

ま
ず
第
一
に
、〔
詞
書
一
〕
の
物
語
の
最
初
の
設
定
、
清
姫
が
安
珍
に
思
い
を
寄
せ
る
過
程
に
注
目
し
た
い
。
以
下
に
大
正
大
学
本
の

釈
文
を
示
す
（
翻
刻
は
付
録
を
参
照
）。

昔
、
人
王
七
十
代
、
醍
醐
天
皇
の
御
宇
、
奥
州
白
川
に
安
珍
と
申
す
、
若
き
美
僧
有
り
。
常
に
御
熊
野
を
念
じ
て
け
り
。
山
伏
の

姿
と
な
り
、
毎
年
詣
で
け
る
。
参
り
下
向
に
、
紀
州
楼
郡
真
砂
の
庄
司
が
元
を
宿
と
し
て
泊
り
け
る
。
彼
の
庄
司
が
娘
に
、
清
姫
と

て
一
人
の
美
女
あ
り
。
客
僧
常
々
申
け
る
は
、「
汝
こ
そ
我
が
夫
□）

11
（

な
れ
」
と
て
、
相
談
し
て
戯
れ
け
る
を
、
彼
姫
、
常
に
実
と
思

ひ
居
け
る
が
、

物
語
の
冒
頭
、
清
姫
が
僧
に
思
い
を
寄
せ
る
ま
で
の
設
定
は
、
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、
道
成
寺
本
）
と
は
か
な
り

異
な
る
。
奥
州
白
川
出
身
の
安
珍
と
い
う
美
し
い
僧
は
、
熊
野
詣
を
毎
年
の
恒
例
と
し
て
お
り
、
紀
州
楼
郡
真
砂
の
庄
司
が
家
を
宿
に
す

る
の
も
、
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
姫
は
そ
の
家
の
美
し
い
娘
で
、
宿
泊
す
る
安
珍
（
客
僧
）
は
、
常
々
清
姫
に
対
し
て
、「
あ
な
た
こ

そ
私
の
妻
と
な
る
人
だ
と
」
常
々
「
戯
れ
」
に
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
清
姫
は
ま
だ
年
齢
が
幼
い
設
定
で
、
い
つ
も
安
珍
の

言
葉
を
「
実
（
本
当
の
こ
と
）」
と
思
っ
て
過
ご
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、「
あ
な
た
を
妻
と
し
た
い
」
と
安
珍
が
常
々
幼
い
清
姫
に
言
っ
て
い
た
の
は
全
く
の
「
戯
れ
」
だ
っ
た
が
、
言
わ
れ
た
幼
い

清
姫
は
、
全
く
疑
う
こ
と
無
く
誠
の
言
葉
と
思
っ
て
信
じ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

延
長
六
年
子
八
月
、
客
僧
常
の
如
く
御
熊
野
へ
参
る
と
て
、
彼
庄
司
が
元
へ
来
り
け
る
。
姫
つ
く
づ
く
思
ひ
け
る
は
、「
我
当
年

十
三
才
な
り
。
此
度
夫
□
と
連
れ
、
奥
州
へ
下
ら
ば
や
」
と
思
ひ
、
夜
更
け
、
僧
の
寝
間
へ
行
き
、「
こ
れ
こ
れ
、
起
さ
せ
給
へ
」

一
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と
有
り
け
れ
ば
、
客
僧
「
何
事
や
ら
む
」
と
給
ふ
。「
此
度
奥
州
へ
、
連
れ
行
き
給
へ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
客
僧
、「
は
つ
」
と
思
ひ

し
が
、「
い
や
い
や
未
だ
年
も
行
か
ざ
る
者
、
少
し
偽
さ
む
」
と
思
ひ
、「
如
何
に
も
、
只
今
は
御
熊
野
へ
参
る
な
り
。
下
向
に
寄
り

て
連
れ
行
か
む
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
姫
悦
び
て
、
明
く
る
日
、
庄
司
が
元
を
立
ち
出
し
を
、
は
る
ば
る
門
送
り
し
て
別
れ
け
り
。

延
長
六
年
の
こ
と
、
恒
例
の
熊
野
詣
で
の
た
め
に
今
回
も
庄
司
が
家
に
宿
泊
し
た
安
珍
は
、
い
つ
も
の
様
に
、
戯
れ
に
「
あ
な
た
を
妻

と
し
た
い
」
と
清
姫
に
言
っ
て
い
る
。
今
ま
で
幼
か
っ
た
清
姫
で
あ
る
が
、
今
年
は
十
三
才
と
い
う
大
人
と
な
っ
て
結
婚
で
き
る
年
齢
に

な
っ
た
た
め
、
今
年
は
、「
本
当
に
夫
婦
と
な
り
、
安
珍
が
帰
る
途
次
に
は
、
妻
と
し
て
故
郷
の
奥
州
に
一
緒
に
下
り
た
い
」
と
い
よ
い

よ
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、僧
の
寝
所
に
行
っ
て
結
婚
を
申
し
入
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
寝
間
の
僧
に
迫
る
展
開
は
、

大
正
大
学
本
で
は
、
も
と
も
と
安
珍
か
ら
の
求
婚
の
言
葉
を
信
じ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
だ
年
端
も
い
か
ず
、
こ
れ
ま
で
男
性
と
交
際

し
た
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
十
三
才
の
姫
君
が
成
人
し
た
た
め
に
思
い
に
答
え
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ま
た
清
姫
の
思
い
を
知
っ
た
僧

の
反
応
で
あ
る
が
、
相
手
の
女
性
が
ま
だ
年
端
も
い
か
な
い
女
性
（
子
ど
も
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
「
少
し
だ
ま
そ
う
」
と
思
い
、

「
帰
り
に
寄
る
の
で
、
結
婚
し
て
一
緒
に
奥
州
に
帰
ろ
う
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

道
成
寺
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
以
下
、
道
成
寺
本
）
な
ど
で
は
、
一
夜
の
出
会
い
で
偶
然
に
宿
を
借
り
た
若
い
僧
に
一
目
惚
れ
し

て
し
ま
っ
た
女
性
が
、
僧
に
い
わ
ば
強
引
に
結
婚
を
迫
る
の
を
、
僧
が
念
願
の
熊
野
詣
で
を
全
う
し
た
い
た
め
に
断
る
と
い
う
、
女
の
一

方
的
な
思
い
と
し
て
記
さ
れ
る
。
断
っ
て
も
ど
う
し
て
も
聞
き
入
れ
な
い
女
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
僧
が
、
方
便
と
し
て
、「
帰
り
道
に

寄
る
か
ら
待
っ
て
い
る
よ
う
に
」
と
、な
だ
め
る
た
め
に
止
む
無
く
噓
を
つ
く
設
定
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
大
正
大
学
本
で
は
、常
々

夫
婦
と
な
ろ
う
と
冗
談
で
言
わ
れ
て
い
た
の
を
全
く
疑
わ
な
か
っ
た
清
姫
が
、
安
珍
の
言
葉
を
た
だ
信
じ
て
成
長
し
、
結
婚
で
き
る
年
齢

に
な
っ
て
結
婚
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
安
珍
は
さ
ら
に
相
手
が
幼
い
た
め
に
「
少
し
偽
さ
む
」
と
思
い
、
熊
野
詣
の
帰
り
に
結
婚

す
る
か
ら
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
と
言
っ
た
と
い
う
設
定
で
、
ど
こ
ま
で
も
悪
い
罪
深
い
僧
と
し
て
記
さ
れ
る
。

道
成
寺
本
で
は
、
女
性
が
相
手
が
宿
願
の
熊
野
詣
で
を
果
た
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
若
い
僧
に
、
一
方
的
に
迫
る
話
に
な
っ
て
い
た
り
、

一
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一
目
惚
れ
の
愛
情
の
強
さ
が
さ
ら
な
る
狂
気
を
も
感
じ
さ
せ
る
設
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
幼
い
清
姫
が
、
毎
年
出
会
う
美
し
い
僧
が
、

い
ず
れ
結
婚
し
よ
う
と
言
い
続
け
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
信
じ
た
と
い
う
も
の
で
、
清
姫
が
安
珍
に
寄
せ
る
恋
心
は
む
し
ろ
無
理
か
ら

ぬ
こ
と
と
理
解
さ
れ
、
清
姫
の
思
い
を
「
狂
気
」
と
し
て
描
か
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
む
し
ろ
安
珍
の
方
が
、
最
初
か
ら
「
戯
れ
」
に

結
婚
の
約
束
を
し
、
今
回
意
を
決
し
て
迫
る
清
姫
を
も
「
偽
」
っ
て
だ
ま
そ
う
と
し
て
い
る
と
明
確
に
記
し
て
い
る
点
に
、
大
き
な
違
い

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
こ
の
設
定
は
、
謡
曲
「
鐘
巻
」
や
、「
安
珍
清
姫
略
縁
起
」
に
近
い
。
参
考
に
江
戸
時
代
に
版
行
さ
れ
た
「
安
珍
清
姫
略
縁
起
」

の
本
文
を
示
し
て
お
く）

17
（

。

道
成
寺
縁
起
に
付
て
一
つ
の
物
語
あ
り
。
人
皇
六
十
代
醍
醐
天
皇
の
御
宇
、
奥
州
白
川
と
い
へ
る
処
に
安
鎮
と
い
へ
る
僧
あ
り
。

常
に
三
熊
野
を
尊
信
し
、
山
伏
の
姿
と
成
て
、
同
国
室
の
郡
真
砂
の
庄
司
か
許
を
宿
と
し
て
毎
年
此
処
に
宿
り
け
る
。
此
庄
司
に
壱

人
の
娘
あ
り
、
名
を
清
姫
と
呼
て
、
ま
た
幼
稚
の
頃
よ
り
容
顔
麗
し
く
殊
に
怜
利
也
け
れ
は
、
か
の
僧
い
と
お
し
み
て
戯
れ
言
な
ど

い
ひ
つ
つ
、「
後
に
は
妻
と
も
な
し
て
奥
州
へ
具
し
行
ん
」
な
ど
い
ひ
け
る
を
、
娘
は
稚
き
心
に
誠
と
思
ひ
、
い
と
嬉
し
げ
に
て
い

な
む
気
色
も
無
か
り
し
は
悪
縁
の
初
と
ぞ
後
に
は
思
ひ
知
ら
れ
け
る
。

扨
延
長
六
年
八
月
の
事
也
し
に
、
例
年
の
ご
と
く
庄
司
が
許
に
宿
り
け
る
に
、
か
の
娘
、
夜
更
、
人
静
り
て
安
鎮
が
閨
に
忍
来
て

言
や
う
、「
わ
ら
は
も
は
や
今
年
十
三
歳
に
及
べ
り
。
い
つ
ま
で
斯
て
置
給
ふ
や
。
此
度
は
是
非
に
具
し
て
陸
奥
へ
下
ら
せ
給
へ
」

と
か
き
く
ど
き
て
申
に
ぞ
、
安
鎮
は
「
よ
し
な
き
戯
ご
と
を
い
ひ
し
事
よ
」
と
後
悔
す
れ
ど
色
に
も
出
さ
ず
、「
ひ
と
先
、
た
ば
か

り
て
見
ば
や
」
と
思
ひ
け
れ
ば
、「
い
か
に
も
今
年
は
具
し
て
下
る
べ
し
。
去
な
が
ら
、
い
ま
だ
参
詣
を
遂
ざ
れ
ば
、
必
ず
下
向
を

待
給
へ
。
伴
ひ
て
奥
州
へ
下
ら
ん
」
と
云
す
か
し
て
、
明
れ
ば
庄
司
が
許
を
立
出
る
に
、
娘
は
門
送
り
し
て
一
首
の
歌
を
詠
ず
。

安
珍
の
偽
り
の
言
葉
を
疑
い
な
く
信
じ
る
清
姫
と
い
う
設
定
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
見
送
り
時
の
和
歌
の
贈
答
を
記
し
た
り
、
安
鎮
が

一
五
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若
い
こ
と
を
明
記
し
な
い
点
な
ど
の
差
異
が
確
認
で
き
る
。

以
上
、
大
正
大
学
本
は
、
清
姫
は
幼
く
、
熊
野
詣
の
定
宿
に
し
て
い
た
安
珍
が
、
来
る
度
に
夫
婦
の
約
束
を
す
る
こ
と
を
全
く
疑
わ
ず

に
い
て
、
今
年
十
三
歳
の
結
婚
適
齢
の
時
を
迎
え
て
、
い
よ
い
よ
妻
に
な
ろ
う
と
一
途
に
思
う
清
姫
と
、
ど
こ
ま
で
も
偽
り
を
重
ね
、
清

姫
が
結
婚
を
申
し
出
た
際
に
も
、
驚
き
な
が
ら
も
さ
ら
に
騙
そ
う
と
し
続
け
る
安
珍
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
女
が
吐
く
炎

第
二
に
、
女
が
大
蛇
と
な
っ
た
折
に
吐
く
「
炎
」
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
だ
ま
さ
れ
た
と
気
付
い
た
清
姫
が
僧
を
追
い
か
け
て
行

き
、「
切
辺
五
体
王
子
」
を
過
ぎ
て
「
上
野
」
に
て
僧
に
追
い
つ
い
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。

上
野
と
い
ふ
所
に
て
、
彼
の
僧
を
見
て
、

「
ノ
ヲ
〳
〵
夫
な
る
御
僧
を
見
た
る
様
な
り
。
御
方
な
り
。
待
給
へ
」

と
有
け
れ
ば
、
客
僧
、
後
を
見
て
「
は
つ
」
と
思
ひ
し
が
、

「
角
は
参
り
候
へ
共
、
人
違
に
て
も
候
は
む
」

と
念
じ
け
る
。

「
い
や
い
や
我
が
見
る
目
に
違
ひ
は
せ
じ
」

と
息
を
吹
か
く
れ
ば
、
不
思
義
也
。
そ
の
息
、
火
焔
と
成
り
、
客
僧
の
姿
に
掛
れ
り
。
客
僧
是
を
見
て
、「
扨
は
叶
わ
じ
」
と
や

思
ひ
け
れ
。
笈
も
笠
も
取
り
て
捨
失
て
、「
う
す
る
方
へ
失
よ
」
と
て
珠
数
を
く
り
、
南
無
大
慈
大
悲
権
現
と
口
に
唱
へ
、

そ
の
僧
を
見
た
清
姫
は
、「
私
の
夫
で
あ
る
御
僧
で
す
ね
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
言
い
か
け
る
と
、
安
珍
の
方
は
、
後
ろ
を
振
り
返
っ

一
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て
、「
人
違
い
」
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
私
の
見
間
違
い
で
は
な
い
」
と
言
い
、
息
を
吹
き
か
け
る
と
そ
の
息
が
「
炎
」

と
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
道
成
寺
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
な
ど
が
、
女
の
妄
執
、
激
し
い
怨
念
が
炎
と
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
人
違
い
だ
と
言
わ
れ
て
吐
い
た
息
が
炎
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
安
珍
の
噓
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
清
姫

の
一
方
的
な
妄
執
、
男
を
思
う
愛
情
が
狂
気
に
化
し
た
炎
と
は
全
く
異
な
る
設
定
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
点
、
こ
の
炎
を
吐
く
場
面
で
は
、

ま
だ
清
姫
は
人
間
の
姿
を
し
て
い
て
、
走
り
な
が
ら
大
蛇
と
な
っ
て
火
炎
を
吐
き
な
が
ら
追
い
か
け
る
、
道
成
寺
蔵
本
系
統
の
話
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
大
正
大
学
本
で
は
、
女
が
蛇
と
化
し
て
い
く
の
は
こ
の
次
の
場
面
か
ら
と
な
る
。『
因
果
経
』
の
四
句
偈
を
唱
え
な
が
ら
逃
げ
た

安
珍
に
対
し
て
、
こ
の
経
文
の
た
め
に
目
が
く
ら
ん
だ
清
姫
が
僧
を
見
失
っ
た
と
こ
ろ
で
「
腹
立
ち
や
、
口
惜
し
い
」
と
言
う
場
面
を
描

い
た
絵
で
、
初
め
て
首
か
ら
上
が
大
蛇
（
龍
）
と
し
て
描
か
れ
る
。
道
成
寺
本
系
が
、
走
り
な
が
ら
大
蛇
と
化
し
て
火
を
吐
き
な
が
ら
追

う
恐
ろ
し
い
姿
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
ま
と
め
る
と
、
大
正
大
学
本
の
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
安
珍
の
言
動
に
重
大
な
罪
を
記
し
、
一
方
、
清
姫
の
悲
し

み
に
同
情
す
る
よ
う
な
文
脈
の
基
底
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

（
３
）『
法
華
経
』
の
功
徳

さ
て
一
方
で
、
清
姫
が
一
方
的
に
思
い
を
寄
せ
る
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
系
統
の
物
語
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
罪
深
い

女
人
を
救
済
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
『
法
華
経
』
の
功
徳
や
道
成
寺
の
僧
侶
達
の
功
徳
が
重
要
に
な
る
が
、
大
正
大
学
本
で
は
、
こ
の

救
済
の
モ
チ
ー
フ
は
構
造
と
し
て
は
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
法
華
経
』
は
登
場
せ
ず
、
行
き
先
も
明
確
に
は
記
さ
れ
ず
、
簡
略
な

救
済
譚
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
面
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

夫
よ
り
法
印
夢
さ
め
、「
扨
々
不
憫
や
」と
思
は
れ
て
、僧
衆
を
数
多
集
め
て
、頓
成
の
功
力
被
成
け
る
。そ
の
功
力
に
よ
り
、亦
其
後
、

一
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清
浄
の
宝
衣
着
し
た
る
弐
人
来
り
、
申
し
給
ふ
、

「
誠
に
御
功
の
御
願
に
よ
り
、
此
度
、
天
人
に
生
を
受
け
、
此
上
も
な
き
難
有
存
る
成
」

と
言
ふ
て
、
手
を
合
す
る
よ
と
思
へ
ば
、
夢
は
覚
め
に
け
り
。

僧
衆
を
多
く
集
め
て
法
会
を
し
た
こ
と
は
記
す
も
の
の
、『
法
華
経
』
の
書
写
供
養
を
行
う
な
ど
と
法
会
の
内
容
や
『
法
華
経
』
の
功

徳
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。ま
た
道
成
寺
本
で
忉
利
天
や
都
率
天
に
行
っ
た
と
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
行
き
先
が
明
記
さ
れ
ず
、

大
正
大
学
本
で
は
た
だ
「
天
人
に
生
を
受
け
」
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
道
成
寺
の
ご
加
護
を
強
調
し
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

以
上
、
大
正
大
学
本
は
、
道
成
寺
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
系
統
と
は
一
線
を
画
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
安
珍
は
清
姫
を
当
初
か
ら
騙
し
続
け
る
罪
深
い
僧
で
あ
り
、
清
姫
は
幼
い
頃
か
ら
純
粋
に
安
珍
の
こ
と
を
慕
い
、
い
ず

れ
は
我
が
妻
に
と
言
う
安
珍
の
言
葉
を
ひ
た
す
ら
信
じ
る
女
子
と
し
て
描
か
れ
る
。
十
三
歳
に
な
っ
た
今
年
は
、
恋
心
を
募
ら
せ
、
い
よ

い
よ
妻
に
な
る
時
だ
と
思
い
つ
め
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
安
珍
の
方
は
、
長
年
幼
い
清
姫
を
か
ら
か
い
、

本
気
に
な
っ
て
結
婚
を
求
め
て
き
た
清
姫
を
も
、「
少
し
だ
ま
し
て
や
ろ
う
」
と
す
る
悪
心
を
持
つ
者
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

物
語
冒
頭
の
清
姫
が
安
珍
に
思
い
を
寄
せ
る
段
は
、
謡
曲
「
鐘
巻
」
や
「
安
珍
清
姫
略
縁
起
」
と
類
似
す
る
が
、
後
半
、
鐘
巻
で
は
鐘

が
湯
に
な
る
な
ど
、
全
く
異
な
る
展
開
を
し
、
大
正
大
学
本
は
む
し
ろ
道
成
寺
本
に
似
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
蛇
が
道
成
寺
の
西
の
浦
に

入
水
す
る
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
在
地
の
伝
承
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
近
世
に
展
開
す
る
〈
道
成
寺
説
話
〉
の
中
で
も
、
様
々
な
要
素
を
取

り
込
ん
だ
作
品
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
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五
、
お
わ
り
に

大
正
大
学
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
清
姫
が
安
珍
に
思
い
を
寄
せ
る
ま
で
の
設
定
が
道
成
寺
本
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
と
は
大
き

く
異
な
り
、清
姫
は
幼
く
疑
わ
ず
に
安
珍
を
信
じ
る
女
子
、安
珍
は
む
し
ろ
罪
深
い
僧
侶
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。『
道

成
寺
縁
起
絵
巻
』
や
〈
道
明
寺
説
話
〉
は
、
多
く
が
女
人
の
妄
念
を
表
す
妬
婦
譚
で
あ
り
、
近
世
期
に
〈
道
成
寺
説
話
〉
が
展
開
す
る
際

に
も
女
の
妄
執
を
強
調
す
る
傾
向
は
強
く
見
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
近
世
中
期
以
降
に
成
立
し
た
と
思
し
き
大
正
大
学
本
を
見
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
女
人
の
妄
執
ば
か
り
を
強
調
し
た
も
の
で
は

な
い
、
基
底
の
異
な
る
道
成
寺
説
話
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
大
正
大
学
本
に
は
、
中
世
・
近
世
期
の
〈
道

成
寺
説
話
〉
を
検
討
す
る
上
で
必
要
な
様
々
な
モ
チ
ー
フ
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
て
、
近
世
期
の
道
成
寺
説
話
の
享
受
や
展
開
を
検
討
す

る
上
で
、
大
変
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
に
も
、
道
成
寺
の
門
前
に
「
殺
生
禁
制
の
札
」
を
立
て
る
絵
を
示
す
な
ど
、

大
正
大
学
蔵
本
に
は
、
他
本
に
見
ら
れ
な
い
記
述
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
付
記
】
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註
（1）
内
田
賢
徳
「「
道
成
寺
縁
起
」
絵
詞
の
成
立
」（『
桑
実
寺
縁
起
・
道
成
寺
縁
起
』
続
日
本
絵
巻
大
成
13
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）

に
よ
る
。

（2）
林
雅
彦
「
翻
刻　

紀
伊
国
日
高
郡
吉
田
村　

鐘
巻
道
成
寺
縁
起　

安
鎮
清
姫
略
物
語
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
五
五
一
、二
〇
二
〇

一
九



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
八
輯

42

年
一
二
月
）、
石
川
透
「
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
［
道
成
寺
縁
起
絵
巻
］
解
題
・
影
印
」（『
三
田
国
文
』
四
一
、二
〇
〇
五

年
六
月
）、徳
田
和
夫
「〈
翻
〉『
道
成
寺
縁
起
』
の
在
地
伝
承
系
の
絵
巻
概
観
―
―
付
・
翻
刻
二
種
―
―
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』

一
二
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
、
様
々
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（3）
高
野
辰
之「
道
成
寺
芸
術
の
展
開
」（『
日
本
演
劇
の
研
究
』二
、改
造
社
、一
九
二
八
年
）、五
来
重「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
の
宗
教
性
」（『
絵

巻
物
と
民
俗
』
角
川
書
店
、一
九
八
一
年
）、徳
江
元
正
「
道
成
寺
譚
の
成
立
」（『
室
町
芸
能
史
論
攷
』
三
弥
井
書
店
、一
九
八
四
年
、

初
出
一
九
八
二
年
）、
小
峯
和
明
「
中
世
説
話
文
学
と
絵
解
き
」（『
絵
解
き
』
一
冊
の
講
座
、
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
）、
徳
田
和
夫

「
絵
解
き
と
物
語
享
受
」（『
文
学
』
一
九
八
六
・
五
四
、一
九
八
六
年
一
二
月
）、
恋
田
知
子
「
室
町
の
道
成
寺
説
話
―
―
物
語
草
子
と

法
華
経
直
談
―
―
」（『
仏
と
女
の
室
町
―
―
物
語
草
子
論
―
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（4）
大
橋
直
義
「『
道
成
寺
縁
起
』
書
名
―
―
覚
書
―
―
」（『
き
の
み
な
と
』
八
、二
〇
二
一
年
）、大
橋
直
義
「
道
成
寺
創
建
縁
起
と
『
道

成
寺
縁
起
』」（『
中
世
文
学
』
六
六
、二
〇
二
一
年
六
月
）
な
ど
を
参
照
。

（5）
岡
見
正
雄
「
御
伽
草
子
絵
に
つ
い
て
」（『
室
町
文
学
の
世
界
』
岩
波
書
店
、一
九
九
六
年
（
初
出
一
九
六
八
年
））、石
川
透
「
奈
良
絵
本
・

絵
巻
の
研
究
と
収
集
（
二
三
）
道
成
寺
縁
起
」（『
日
本
古
書
通
信
』
八
六
（
八
）
二
〇
二
一
年
八
月
）、
和
歌
山
県
立
博
物
館
『
道

成
寺
縁
起
―
―
絵
巻
で
た
ど
る
物
語
―
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
八
年
）、
兪
仁
淑
「『
道

成
寺
縁
起
絵
巻
』
―
―
「
華
厳
縁
起
絵
巻
」
と
の
関
わ
り
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
六
一
・
五
、一
九
九
六
年
五
月
）
な
ど

徳
田
和
夫
「〈
翻
〉『
道
成
寺
縁
起
』
の
在
地
伝
承
系
の
絵
巻
概
観
―
―
付
・
翻
刻
二
種
―
―
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』

一
二
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（6）
千
野
香
織
「
日
高
川
草
子
絵
巻
に
み
る
伝
統
と
創
造
」（『
金
鯱
叢
書
―
―
史
学
美
術
史
論
集
―
―
』
八
、一
九
八
一
年
六
月
）
な
ど

に
詳
し
い
。『
い
そ
ざ
き
（
磯
崎
）』
は
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
夫
の
新
妻
を
撲
殺
し
て
し
ま
う
話
で
、
女
の
妄
念
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

話
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
大
正
大
学
本
の
場
合
、
詫
び
て
あ
れ
こ
れ
言
い
訳
を
す
る
夫
を
許
せ
な
い
妻
を
「
女
の
心
の
は
か
な

さ
」
と
表
現
す
る
一
方
で
、
新
し
い
妻
を
連
れ
て
き
た
夫
を
「
男
の
心
の
拙
さ
」
と
す
る
な
ど
、
女
人
ば
か
り
を
悪
と
し
な
い
姿
勢

二
〇
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が
う
か
が
わ
れ
る
。
拙
稿
「
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
い
そ
ざ
き
（
磯
崎
）』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』

一
〇
七
、二
〇
二
二
年
三
月
）
を
参
照
。

（7）
吉
村
旭
輝
「「
道
成
寺
物
」
の
流
行
に
よ
る
道
成
寺
と
熊
野
参
詣
道
の
変
容
―
―
『
道
成
寺
縁
起
』
絵
解
き
成
立
を
視
野
に
入
れ
て

―
―
」（『
芸
能
史
研
究
』
二
二
四
、二
〇
一
九
年
一
月
）、市
岡
聡
「
道
成
寺
と
『
法
華
験
記
』
―
―
鐘
鋳
勧
進
と
説
話
の
成
立
―
―
」

（『
芸
能
史
研
究
』
二
二
四
、二
〇
一
九
年
一
月
）、
和
歌
山
県
立
博
物
館
『
道
成
寺
縁
起
―
―
絵
巻
で
た
ど
る
物
語
―
―
』（
和
歌
山

県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
八
年
）、
徳
田
和
夫
「
能
と
説
話
・
伝
承　
『
道
成
寺
を
め
ぐ
っ
て
』
―
―

『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
周
縁
（
１
）
～
（
４
）」（『
観
世
』
八
四
（
六
）
～
八
四
（
一
二
）、
二
〇
一
七
年
六
月
～
一
二
月
）、
和
歌

山
県
立
博
物
館
『
道
成
寺
と
日
高
川
―
―
道
成
寺
縁
起
と
流
域
の
宗
教
文
化
（
特
別
展
図
録
）』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
七

年
）、
高
岸
輝
「
道
成
寺
と
日
高
川
―
―
道
成
寺
縁
起
と
流
域
の
宗
教
文
化
―
―
」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
特
別
展
展
示
図
録
『
道
成

寺
と
日
高
川
』
二
〇
一
七
年
）、内
藤
久
義
「
水
の
女
―
―
「
道
成
寺
縁
起
」
と
道
成
寺
説
話
の
周
辺
か
ら
―
―
」（『
昔
話
伝
説
研
究
』

三
三
、二
〇
一
四
年
四
月
）、
愛
宕
邦
康
「
安
珍
・
清
姫
の
道
成
寺
説
話
の
原
話
に
関
す
る
一
考
察
―
―
新
羅
義
湘
・
善
妙
伝
説
と
の

関
連
性
に
着
目
し
て
―
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
五
八
、二
〇
一
二
年
三
月
）、
志
村
有
弘
「
近
代
文
芸
と
唱
導
―
―
道
成
寺
伝
説
と
安

達
ヶ
原
伝
説
を
視
座
と
し
て
―
―
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
二
・
一
〇
、
特
集
「
唱
導
文
化
の
展
望
―
―
文
芸
と
唱
導
―
―
」

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、至
文
堂
）、菊
地
仁「『
道
成
寺
縁
起
』―
―
川
を
渡
る
蛇
女
房
―
―
」（『
国
文
学
』四
三
・
五（
六
二
六
）、一
九
九
八

年
四
月
）、
大
貫
真
実
「
立
教
大
学
図
書
館
蔵
『〔
安
珍
清
姫
絵
巻
〕』
に
つ
い
て
（『
資
料
学
の
現
在
』（
シ
リ
ー
ズ　

日
本
文
学
の

展
望
を
拓
く　

第
五
巻
）
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
多
数
あ
る
。

（8）
安
永
寿
延
「
道
成
寺
説
話
の
系
譜
―
―
母
権
制
的
説
話
の
発
見
―
―
」（『
文
学
』
一
九
六
〇
・
二
八
、一
九
六
〇
年
四
月
）、
恋
田
知

子
論
文
（
前
掲
註

（3）
）
な
ど
を
参
照
。

（9）
小
野
真
代
「
中
世
文
学
に
お
け
る
妬
婦
譚
に
つ
い
て
―
―
女
性
の
救
済
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
国
文
学
会
論
輯
』

三
二
、二
〇
〇
四
年
三
月
）、林
雅
彦
「
特
集
・
中
世
文
学
に
描
か
れ
た
性
―
―
「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
」
に
見
る
女
の
情
欲
―
―
」（『
国

二
一
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文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
〇
・
三
（
八
八
六
）、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

（11）
星
順
子
「
道
成
寺
説
話
に
お
け
る
女
性
像
―
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
ノ
三
話
「
紀
伊
国
道
成
寺
僧
写
法
花
救
蛇
語
」
を
中
心
と

し
て
―
―
」（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
三
一
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
よ
る
。

（11）
田
中
貴
子
「
再
生
す
る
物
語
―
―
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
の
魅
力
―
―
」（
初
出
、「
再
録
す
る
物
語
」（
赤
坂
憲
雄
『
物
語
と
い
う
回
路
』

新
曜
社
、
一
九
九
二
年
。
改
訂
再
録
『
あ
や
か
し
考
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
。

（12）
阿
部
泰
郎
「
龍
蛇
と
化
す
女
人
―
―
『
華
厳
縁
起
絵
巻
』
と
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
を
め
ぐ
り
て
―
―
」（『
湯
屋
の
皇
后
―
―
中
世

の
性
と
聖
な
る
も
の
―
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
（
初
出
一
九
九
二
年
））
に
よ
る
。

（13）
道
成
寺
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
は
重
要
文
化
財
。
写
真
版
や
翻
刻
は
、『
続
絵
巻
大
成
』
13
、
図
録
『
道
成
寺
と
日
高
川
』（
前
掲

註
（7）
）
な
ど
に
載
る
。

（11）
森
正
人
「
科
白
と
絵
解
と
物
語
―
―
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
文
学
』
一
九
八
四
・
五
二
、一
九
八
四
年
四
月
）

な
ど
に
詳
し
い
。

（15）
徳
田
和
夫
論
文
（
前
掲
註

（3）
）
で
は
、「
十
三
歳
」
の
明
記
に
つ
い
て
、
背
景
に
在
地
の
伝
承
を
取
り
込
ん
だ
絵
解
き
の
台
本
を
想

定
す
る
。

（11）
「
夫
」
の
次
の
字
は
不
読
。「
マ
」
の
字
で
、「
夫
」
と
合
わ
せ
て
「
つ
ま
」
と
読
ま
せ
て
い
る
か
。
次
に
続
く
段
に
も
同
字
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
不
詳
。

（17）
「
安
珍
清
姫
略
縁
起
」
の
本
文
は
、
林
雅
彦
「
翻
刻　

紀
伊
国
日
高
郡
吉
田
村　

鐘
巻
道
成
寺
縁
起　

安
鎮
清
姫
略
物
語
」（『
明
治

大
学
教
養
論
集
』
五
五
一
、二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
に
よ
り
、一
部
表
記
を
改
め
た
。
石
川
透
「
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
［
道

成
寺
縁
起
絵
巻
］
解
題
・
影
印
」（『
三
田
国
文
』
四
一
、二
〇
〇
五
年
六
月
）、
徳
田
和
夫
「〈
翻
〉『
道
成
寺
縁
起
』
の
在
地
伝
承
系

の
絵
巻
概
観
―
―
付
・
翻
刻
二
種
―
―
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
一
二
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。 二

二
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【
付
録
一
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
写
真
図
版

【
写
真
１
】
表
紙

【
写
真
３
】
巻
頭

【
写
真
２
】
見
返

二
三
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【
写
真
５
】
煙
管
の
通
行
人
（
絵
三
）

【
写
真
４
】
安
珍
を
見
送
る
清
姫
（
絵
二
）

【
写
真
６
】
走
り
追
い
か
け
る
清
姫
（
絵
三
）

二
四
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【
写
真
７
】
炎
を
吐
く
清
姫
（
絵
五
）

【
写
真
８
】
天
田
川
に
着
い
た
大
蛇
（
絵
七
）

二
五
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【
写
真
９
】
都
河
す
る
大
蛇
（
絵
七
）

【
写
真
10
】
釣
鐘
に
入
る
安
珍
（
絵
八
）

二
六
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【
写
真
11
】
道
成
寺
の
門
を
入
る
大
蛇
（
絵
一
〇
）

【
写
真
12
】
鐘
を
巻
く
大
蛇
（
絵
一
一
）

【
写
真
13
】
骨
と
な
っ
た
安
珍
（
絵
一
二
）

二
七
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【
写
真
15
】
二
匹
の
蛇
が
僧
の
夢
に
現
れ
る
（
絵
一
三
）

【
写
真
14
】
悲
し
む
僧
た
ち
（
絵
一
二
）

二
八
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【
写
真
16
】
荘
厳
な
衣
装
で
現
れ
た
男
女
（
絵
一
四
）

【
写
真
17
】
道
成
寺
門
前
の
「
殺
生
禁
制
の
札
」（
絵
一
〇
）

【
写
真
18
】
旧
蔵
印

二
九
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【
付
録
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
翻
刻

（
凡
例
）

・
底
本
は
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
一
巻
（
所
蔵
者
番
号　

188.261

／D
E-N

）
で
あ
る
。

・
改
行
は
原
本
に
従
っ
た
。

・〔
詞
書
〕
に
、
一
～
一
四
の
番
号
を
私
に
付
し
た
。

・〔
絵
〕
に
も
、
一
～
一
四
の
番
号
を
私
に
付
し
た
。

・
漢
字
の
正
字
は
通
行
の
字
体
に
直
し
た
。

・
句
読
点
お
よ
び
「　

」
は
、
適
宜
付
し
た
。

・
濁
点
は
原
本
に
従
っ
た
。

・
不
読
の
字
は
、
□
と
し
た
。縁

起

〔
詞
書
一
〕

昔
人
王
七
拾
代
、
醍
醐
天
皇
の
御
宇
、
奥
州

白
川
に
安
珍
と
申
、
若
き
美
僧
有
。
常
に
み
熊

の
を
念
し
て
け
り
。
山
伏
の
姿
と
な
り
、
毎
年

詣
で
け
る
。
参
り
下
向
に
、
紀
州
樓
郡
真
砂
の

庄
司
か
元
を
宿
と
し
て
泊
り
け
る
。
彼
庄
司
が

娘
に
清
姫
と
て
壱
人
の
美
女
あ
り
。
客
僧
常
々
申

け
る
は
、「
汝
こ
そ
我
が
夫
□
な
れ
」
と
て
、
そ
う
た
む

し
て
戯
れ
け
る
を
、
彼
姫
、
常
に
実
と
思
ひ
居
け
る

が
、
延
長
六
年
子

八
月
、
客
僧
常
の
こ
と
く
み

熊
野
へ
参
と
て
、
彼
庄
司
が
元
へ
来
り
け
る
。
姫
つ

く
〳
〵
思
ひ
け
る
は
、「
我
当
年
十
三
才
な
り
。
此
度

夫
□
と
連
れ
、
奥
州
へ
下
ば
や
」
と
思
ひ
、
夜
更
け

僧
の
寝
間
へ
行
、「
コ
レ
〳
〵
起
さ
せ
給
へ
」
と
有
け
れ
ば
、

客
僧
「
何
事
や
ら
む
」
と
給
ふ
。「
此
度
奥
州
え
、 三

〇
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連
れ
行
給
へ
」
と
言
け
れ
は
、
客
僧
「
は
つ
」
と
思
ひ

し
が
、「
イ
ヤ
〳
〵
未
だ
年
も
行
ざ
る
者
、
少
し
偽
さ
む
」
と

思
ひ
、「
如
何
に
も
、
只
今
は
み
熊
野
へ
参
る
成
。
下

向
に
寄
て
、
つ
れ
行
む
」
と
言
け
れ
ば
、
姫
悦
び
て
、

明
る
日
、
庄
司
か
元
を
立
出
し
を
、
は
る
〳
〵

門
送
り
し
て
別
れ
け
り
。

〔
絵
一
〕「
庄
司
か
宅
」

〔
詞
書
二
〕

夫
よ
り
常
々
下
向
日
に
当
□
け
れ
と
も
見
へ
さ
れ
。

「
遅
き
事
」
と
て
待
か
ね
、
道
ま
て
迎
ひ
に
出
け
れ
と
も
、

客
僧
は
見
へ
ず
、「
不
思
儀
さ
よ
」
と
思
ひ
、
順
礼
の

通
る
に
尋
し
は
、

〔
絵
二
〕

「
ノ
ヲ
〳
〵
先
達
の
御
方
へ

申
。
墨
染
着
た
る
御
僧
を

自
が
か
け
ご
手
箱
を

取
違
へ
行
候
。
如
何
程

延
々
い
か
む
」
と
尋

向
ひ
け
れ
ば
、

「
左
様
な
僧
に
は
、

七
八
丁
を
跡
に
て
逢
候
」
と

申
け
る
。

跡
な
る
も
の
申
給
、

「
イ
ヤ
〳
〵
、
七
八
丁
と
申
事
は

あ
ら
じ
。
十
二
三
丁
も

過
ぬ
る
」
と
申
け
る
。

〔
絵
三
〕

扨
は
娘
、「
道
よ
り
通
り

た
り
し
〈
偽
也
〉。
腹
立
や
。

た
と
へ
何
国
の
雲
の

果
迄
も
追
か
け
る

も
の
を
」
と

草
履
杯
の

ぬ
げ
る
も
覚
へ
ず
、

追
か
け
け
り
。

三
一
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□
髪
の
毛
も
立
上
り
、

飛
が
こ
と
く
に
追
掛
る
。

今
形
勢
を
道
者
共
見
て

「
扨
々
す
さ
ま
し
き

女
な
の
気
色
也
」
と

言
け
れ
と
も

耳
に
も
更
に

聞
入
ず
。

〔
絵
四
・
画
中
詞
〕

「
切
辺
五
体
王
子
」

折
節
切
辺
川
に
水
出
て
渡
る
べ
き

様
も
な
し
。
ア
ラ
口
惜
や
、
い
か
ゞ
わ
せ
む
。

命
を
爰
に
捨
果
て
切
辺
川
に

浮
名
を
流
す
と
も

力
な
し
と
て
、
口
す
さ
み
し
て

渡
り
け
り

〔
詞
書
三
〕

頓
て
上
野
と
い
ふ
所
に
て
、
彼
僧
を
見
て
、

「
ノ
ヲ
〳
〵
夫
な
る
御
僧
を
見
た
る
様
成
。
御
方
な
り
。

待
給
へ
」
と
有
け
れ
は
、
客
僧
、
跡
を
見
て
「
は
つ
」
と

お
も
ひ
し
が
、「
角
は
参
り
候
へ
共
、
人
違
に
て
も
候
は
む
」
と

ね
ん
じ

け
る
。「
い
や
〳
〵
我
か
見
る
目
に
違
い
わ
せ
し
」
と
息
を
吹

か
く
れ
ば
、
不
思
義
也
。
其
息
、
火
焔
と
成
、
客
僧
の
姿
に

掛
れ
り
。
客
僧
是
を
見
て
、「
扨
は
叶
わ
じ
」
と
や
思
ひ

け
れ
。
笈
も
笠
も
取
て
捨
失
、「
う
す
る
方
へ
失
よ
」
と
て

珠
数
を
く
り
、「
南
無
大
慈
大
悲
権
現
」
と
口
に
唱
へ
、

〔
絵
五
・
画
中
詞
〕

「
欲
知
果
去
縁　

現
去
現
在
果

欲
知
未
来
果　

現
去
現
在
果
」

〔
詞
書
四
〕

如
斯
、
因
果
経
の
四
句
の
文
を
唱
へ
逃
に
け
り
。
其

功
力
に
や
、
彼
女
、
目
暮
み
、
十
方
に
く
れ
た
り
。
其
内
に

客
僧
は
一
里
半
計
逃
延
ひ
、
天
田
川
迄
来
り
。

渡
守
に
頼
み
け
る
は
、「
我
渡
し
て
跡
よ
り
、
す
さ
ま
し
き

女
な
来
る
べ
し
。
か
な
ら
ず
其
女
を
渡
す
べ
か
ら
ず
」

三
二
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と
頼
け
れ
ば
、「
心
得
た
り
」
と
待
居
た
り
。

「
垣
屋
浦
」

彼
女
、
僧
を
見
失
ひ
、「
腹
立
や
、
口
惜
い
」
と
思
ひ
、
悪
念

果
、
首
よ
り
上
は
大
蛇
と
成
け
れ
ば
、
女
な
、
道
成
寺
へ
祈

誓
し
け
れ
ば
、「
南
無
大
悲
の
観
世
音
菩
薩
、
此

世
も
後
の
世
も
た
す
け
給
へ
」
と
祈
誓
し

な
が
ら
し
た
い
来
る
。

〔
絵
六
〕

夫
よ
り
天
田
川
へ
来
り
、

「
爰
を
渡
し
て
た
べ
」
と

言
け
れ
ば
、

〔
絵
七
〕

渡
守
、
申
様
は
、

「
イ
ヤ
〳
〵
此
船
は
、
日
高
川
、

女
人
け
つ
か
い
迚

渡
さ
れ
ず
」
と
言
け
れ
ば
、

「
其
儀
な
ら
ば
、
苦
し

か
ら
ず
」
と
、
着
た
る

衣
を
ぬ
き

捨
て
、
川
へ

飛
ひ
入
る
ぞ
と

見
へ
し
が
、

則
廿
尋
計
の

大
蛇
と
成
て
、

安
々
と
渡
り
け
り
。

〔
詞
書
六
〕

彼
安
珍
は
、
一
里
半
計
逃
延
ひ
道
成
寺
へ
来
り
、「
か
様
〳
〵

事
と
も
な
り
。
何
卒
命
を
御
助
け
候
得
」
と
頼
ひ
け
れ
ば
、

其
由
、
小
僧
更
取
法
印
へ
申
け
れ
ば
、「
か
く
ま
い
置
由
」
と
の

事
な
り
。「
な
れ
ど
も
火
急
の
事
、
如
何
し
て
隠
さ
は
や
」

と
言
。
若
僧
共
、
寺
内
の
者
共
、
寄
て
釣
鐘
を
下
し
、

「
是
へ
ふ
せ
置
く
よ
り
外
に
仕
様
も
あ
ら
む
」
と
申
け
る
。

「
如
何
に
も
可
然
」
と
申
合
せ
、

三
三
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〔
絵
八
〕

「
法
印
」「
ち
ご
」

「
ト
コ
イ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」

「
ハ
リ
ヤ
」

「
ハ
リ
ヤ
」

「
ヱ
イ
カ
」

「
テ
ン
ト
セ
」

「
ヤ
ン
ヱ
」

〔
詞
書
八
〕

斯
て
客
僧
を
ば
釣
鐘
を
お
ろ
し
、
其
内
に
隠
し
置
。

手
々
に
太
刀
・　

の
鞘
を
は
づ
し
、「
た
と
へ
如
何
な
る

も
の
□
も
せ
よ
、
切
な
く
り
逃
ざ
し
」
と
て
待
居
た
り
。

〔
絵
九
〕

「
タ
カ
々
女
性
の
事
ジ
ヤ
」

「
ナ
ン
ノ
ソ
ノ
」

〔
詞
書
十
〕

夫
よ
り
大
蛇
、
道
成
寺
を
心
ざ
し
て
来
り
。
六
拾
弐
た
む
の

き
だ
は
し
上
る
。
待
居
た
る
僧
衆
、
是
を
見
る
よ
り
跡
を
も

み
ず
し
て
、
壱
人
も
残
ら
ず
逃
に
け
り
。

〔
絵
一
〇
〕

「
道
成
寺
」「
二
王
門
」「
殺
生
禁
制
の
札
」

〔
詞
書
九
〕

彼
大
蛇
門
内
に
入
、
寺
中
残
ら
ず
さ
か
し
け
れ
と
も
、
客
僧

見
へ
ず
。「
不
思
儀
さ
よ
」
と
思
ひ
、
夫
よ
り
釣
か
ね
を
お
ろ
し

け
る
を
見
て
、「
扨
は
此
内
に
こ
そ
有
け
る
よ
」
と
思
ひ
つ
め
、

り
う
ず
を
く
わ
へ
、
七
巻
半
ま
と
へ
、
尾
を
以
て
鐘
を

叩
き
、
三
時
半
、
し
ろ
け
れ
は
、
其
鐘
、
則
、
陽
と
成
り
、

内
よ
り
火
焔
出
に
け
り
。「
扨
こ
そ
本
望
と
げ
た
り
」
と
て
、

道
成
寺
の
西
浦
な
る
入
海
に
身
を
な
げ
死
に
け
り
。

今
に
至
る
迄
、
蛇
塚ツ

カ

と
い
ふ
伝
へ
古
跡
あ
り
。

〔
絵
一
一
〕

〔
詞
書
一
〇
〕

其
後
、
法
印
始
、
寺
内
の
者
ど
も
集
り
、
鐘
に

水
を
か
け
、
引
あ
げ
見
れ
ば
、
客
僧
は
、
炭
と

三
四
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成
り
、
か
い
骨
の
如
く
に
な
り
に
け
り
。

〔
絵
一
二
〕

「
扨
も
い
と
し
や
」

「
扨
も
〳
〵
、
む
ざ
ん
な
る
事
か
な
」

「
ア
ヽ
、
南
無
あ
み
だ
」

〔
詞
書
一
一
〕

「
そ
れ
前
迄
、
美
僧
に
て
有
け
る
が
、

残
念
な
る
次
第
也
」
と
、

皆
々
か
む
る
い
袖
を
し
ぼ
り
け
る
。

〔
詞
書
一
二
〕

其
後
、
法
印
の
夢
に
見
へ
申
け
る
は
、

「
我
々
両
人
、
今
蛇
と
ふ
へ
落
て
、
苦
う
な
り
。

哀
れ
御
功
に
御
助
け
下
さ
れ
ば
難
有
存
る
な
り
」
と

申
け
る
。

〔
絵
一
三
〕

〔
詞
書
一
三
〕

夫
よ
り
法
印
夢
さ
め
、「
扨
々
ふ
び
む
や
」
と
思
わ
れ
て
、

僧
衆
を
数
多
集
て
、
と
む
じ
や
う
の
功
に

被
成
け
る
。
其
功
力
に
よ
り
、
亦
其
後
、

〔
絵
一
四
〕

〔
詞
書
一
四
〕

清
じ
う
の
は
う
衣
着
し
た
る
弐
人
来
り
、

申
給
、「
誠
に
御
功
の
御
願
に
よ
り
、
此
度
、

天
人
に
生
を
受
け
、
此
上
も
な
き
難
有
存
る
成
」
と

い
ふ
て
、
手
を
合
す
る
よ
と
思
へ
ば
、
夢
は

さ
め
に
け
り
。

�

（
以
上
）
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